
船舶インシデント調査報告書 

令和８年５月２０日 

運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

インシデント種類 座洲 

発生日時 令和７年１０月１２日 ２３時２４分頃 

発生場所 福井県福井港三国
み く に

区 

 三国防波堤灯台から真方位１０１°３７０ｍ付近 

 （概位 北緯３６°１３.０′ 東経１３６°０７.９′） 

インシデントの概要  プレジャーボートむつみは、帰航中、砂浜に座洲した。 

インシデント調査の経過 令和７年１１月１８日、主管調査官（神戸事務所）を指名 

原因関係者から意見聴取手続実施済 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 

プレジャーボート むつみ、１.７トン 

 ２４４－２２４０９福井、個人所有 

 乗組員等に関する情報 船長、二級小型 

 負傷者 なし 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇り、風向 北、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約０.６ｍ、潮汐 上げ潮の中央期 

 インシデントの経過  本船は、船長が１人で乗り組み、同乗者１人を乗せ、福井港西方沖

で釣りを行った後、法定灯火を表示し、定係地である福井県坂井市所

在のマリーナに向けて手動操舵で帰航を開始した。 

 船長は、福井南防波堤灯台の北方沖を本船が通過した後、三国防波

堤灯台の灯光を船首目標にして体感で約６～７ノットの速力で操船を

続けた。 

 船長は、ＧＰＳプロッターを作動させていたが、ふだんから三国防

波堤灯台の灯光の見え具合で船位（概位）を推測しており、同プロッ

ターで船位の確認を行っていなかった。 

 船長は、福井港福井区において、三国防波堤と‘その東側の護岸’

（以下単に「東側護岸」という。）との間の水路を通過するつもりで

本船を右転させて北東進させていたところ、本船は東側護岸南方の砂

浜（以下「本件砂浜」という。）に座洲した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生経過概略図 

 

 船長は、船外機を停止してチルトアップ（船外機を傾けてプロペラ

を海面上に引き揚げた状態）した後、本船のアンカーロープを本件砂

浜にあった流木に巻き付け、本船を本件砂浜に座洲させたまま徒歩で

マリーナに戻った。 

 船長は、翌日、本インシデントの発生を海上保安庁に通報した。 

 本船は、船長が手配した業者によって離礁後、別のマリーナにえい
．．

航された。 

分析 (1) 船長は、夜間、ＧＰＳプロッターで船位を確認しないまま、目

視のみで操船していた。このため、本件砂浜の位置及び船位を認

識できていなかったものと考えられる。 

(2) 船長は、ふだんから三国防波堤灯台の灯光の見え具合で船位を

推測しながら操船していたものと考えられる。 

(3) (1)及び(2)から、本船は、帰航中、本件砂浜に座洲したものと

考えられる。 

原因  本インシデントは、夜間、本船が帰航中、船長が、ＧＰＳプロッ

ターで船位を確認しなかったため、本船が本件砂浜に向かっているこ

とに気付かず、本船が座洲したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

 ・小型船舶の船長は、夜間に操船する際、測位可能な航海計器（Ｇ
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ＰＳプロッター等）を活用し、陸岸の位置及び船位の確認を行う

こと。 

 ・船長は、船舶事故等が発生した場合、速やかに海上保安庁に通報

すること。 

 


